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報道関係各位 

アストンマーティン・ジャパン 

 

Press Release 
 

WEC第 6戦のスパ・フランコルシャン 6時間レースで、 

アストンマーティン Vantage GTEがダブル表彰台を獲得 

 

⚫ アストンマーティンが世界耐久選手権（WEC）でチャンピオンシップのリードを維持 

⚫ ニッキー・ティームとマルコ・ソーレンセンがドライバーズ・ランキング・トップで次のル・マン

24時間レースに参戦 

⚫ ワークスチームが 2019/2020 WECシーズンで連続表彰台 

⚫ パートナーチームの TF Sportも好調を維持して表彰台を獲得 

 

 

2020年 8月 15日、スパ・フランコルシャン（ベルギー）： 

世界耐久選手権（WEC）2019/20シーズンの第 6戦となるスパ・フランコルシャン 6時間レ

ースが開催されました。アストンマーティン・レーシングは、非常に激しい戦いの中で、さま

ざまなトラブルに見舞われながらもダブル表彰台を獲得し、GTマニュファクチャラーズ・ラン

キングおよび GTE Pro ドライバー部門でトップの座を維持しています。 
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決勝レースは、2 度にわたって豪雨となる中、セーフティカーの先導によるスタートを強いら

れ、その後も 3 回にわたってセーフティカーが入る展開となりました。デンマーク人ドライバ

ーのニッキー・ティーム/マルコ・ソーレンセン組のアストンマーティン Vantage GTE（95 号

車）は、目まぐるしく状況が変化するレースを巧みにコントロールし、2 度のパンクと度重な

る緊急ピットストップにもかかわらず、GTE Pro クラスのトップとわずか 5.6秒差の 2位でフ

ィニッシュしました。 

 

さらに、3位には、昨年のレースで優勝し、今回のレースでも終了 7分前までトップを走行し

ていた、チームメイトのマキシム・マルタン（ベルギー）/アレックス・リン（英国）組の 97 号車

が入りました。97 号車が優勝するためには、短時間のセーフティカーが入ったタイミングで

燃料をできる限り節約する必要がありましたが、最後の 2周で激しいバトルが展開されたた

めに、3 番手までポジションを落としてしまいます。さらに、レース終盤にはブレーキの問題

も抱えていました。それでも、最後のスティントでハンドルを握ったマルタンは、ライバルの

追撃を見事にかわして表彰台に登壇しました。 

 

合計 219 ポイントを獲得したアストンマーティンは、29 ポイント差で GT マニュファクチャラ

ーズ・ランキングのトップに立っています。ティームとソーレンセンも、19 ポイント差でドライ

バーズ・ラインキング・トップの座を維持しています。今回のレースにより、アストンマーティ

ン Vantage GTE は、24 戦中 15 の表彰台を獲得し、今シーズンのすべてのレースで、少

なくとも 1台のアストンマーティン・レーシングのワークスチームが表彰台に立っています。 

 

「ジェットコースターのようなレースでした」と、ティームはコメントしています。「2 回パンクし

たことは不運でしたが、運よくセーフティカーが 2 回入ったため、前のマシンに追いつくこと

ができました。レースではポルシェとの激しい戦いが最後まで続きました。まさに、0.1 秒が

勝敗を左右することになりました。チームがダブル表彰台を獲得したことは素晴らしいこと

です。マニュファクチャラーズとドライバーズ・チャンピオンシップにとって貴重なポイントを得

ることができました。これにより、ある程度のリードを保った状態で、次の大舞台となるル・マ

ン 24時間レースに臨むことができます！」 

 

マルタンは、次のようにコメントを追加しています。「ホームレースとなるスパで表彰台を獲

得することができて、本当に嬉しいです。2 度にわたって激しい雨が降ったため、非常に困
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難なレースになりました。戦略的にも厳しいレースでしたが、アストンマーティン・レーシング

にとって、素晴らしいレースとなりました。マシンのペースは速かったので、優勝することが

できたかもしれませんが、レース終盤は運に見放され、小さなトラブルを抱えた状態で走る

必要がありました。マシンの戦闘力は非常に高かったので、状況が違っていたら優勝でき

たかもしれません。」 

 

アストンマーティン・レーシングのパートナーチームである TF Sport は、GTE Am クラスで

再び表彰台を獲得しました。サリフ・ヨロック（トルコ）、チャーリー・イーストウッド（英国）、ア

ストンマーティン・レーシングチームのファクトリー・ドライバーであるジョニー・アダム（英国）

組は、今シーズンは既に3勝を挙げています。ポール・ダラ・ラナ（カナダ）/ロス・ガン（英国）

/アウグスト・ファルフス（ブラジル）組の 98号車の Vantageは、困難な状況の中、9位完走

を果たしました。 

 

アストンマーティン・レーシング・マネージング・ディレクターのジョン・ガウは、次のように述

べています。「2 台のマシンが表彰台を獲得できたことは、素晴らしいことです。今回のレー

スは非常に厳しい展開となりましたが、それでも私たちはまだ両方のチャンピオンシップを

リードしています。戦略面でも、難しい判断を数多く強いられました。セーフティカーが入るこ

とによって優勝できることもあれば、できないこともありますが、全体として見れば、174 日

振りに開催されたこのレースの結果は満足できるものだと思います。チャンピオンシップで

タイトルを獲得するために必要なことは、今日のように困難なレースでコンスタントにポイン

トを稼ぐことです。私たちは、戦略面で正しい判断を下し、レース終盤に 2 台のマシンの戦

略を分けたことがこの結果に繋がりました。97 号車については、勝てるだけの速さを備え、

パンクもしなかったことを考えると少し厳しい結果となりましたが、チームのあらゆる側面が

試されたこのレースで表彰台に復帰することができたので、全体的には素晴らしいレース

だったと言えるでしょう。」 

 

世界耐久選手権（WEC）第 7 戦のル・マン 24 時間レースは、9 月 19 日～20 日に開催さ

れます。 

 

こちらのプレスリリースに関する画像は、下記よりダウンロード可能です。 

https://we.tl/t-KAsbJpApvh 

 

https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwe.tl%2Ft-KAsbJpApvh&data=02%7C01%7CMegumi.Tanida%40astonmartin.com%7C2930e9dcae6248b6f26e08d84159d6d2%7C63ab48267a7348169bc13934580f4485%7C1%7C0%7C637331201418035584&sdata=w2q028JiP7cr5hd1oi1op%2B%2B%2BcKkydQU9VoqbqWwdyp8%3D&reserved=0
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詳しい情報は、ウェブサイト（www.astonmartin.comまたは www.astonmartin.com/media）

から入手可能です。 

 
 
アストンマーティン・ソーシャルメディア・チャンネルは、以下のリンクからアクセスできます。 

• Facebook 
• Twitter 
• Instagram 
• Google+ 
• Pinterest 
• YouTube 
• LinkedIn 
• Vine 

 
Aston Martin Japanの Twitter も開設されていますので、併せてご確認ください。 
 
 

メディア問い合わせ先： 

コスモ・コミュニケーションズ 

アストンマーティン PRチーム 

今野 博文 

Tel：03-6434-5839 

M：090-6180-0281 

hirofumi_konno@my-z.co.jp 
 

田村 沙智                    

M：090-5476-2554 

sachi_tamura@my-z.co.jp  
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